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楕円銀河の表面輝度分布 I(R)は経験的に r1/4則と呼ばれる関係
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でよくフィットされる。ところがこの関係は、多くの違った分布であっても適当な半径の領域の中ではよい一致
を示すことが知られている。このことに対して、A. Burkertは 60を超える楕円銀河の観測を解析し、その全て
の銀河で、effective radius Reを単位に 0.1 ≤ R/Re ≤ 1.5の範囲で r1/4則によるよいフィットを示していること
を見つけた。従って楕円銀河のモデルや形成を考える時には、単に r1/4則でのフィットのよさだけではなく、上
記の領域でのフィットのよさを考慮しなければならない。
筆者は前回の学会で既に virializeしたサブシステムを持つような初期条件からの cold collapseによる進化を、
サブシステムの数と大きさの 2つのパラメータについて系統的に調べた計算結果について報告した。今回はこの
collapseによってサブシステムが合体してできた大きなハローの構造について、初期条件の違いが構造にもたら
す違いを、上記の条件を踏まえた r1/4則でのフィットのよさを基準に調べた。
その結果、どの初期条件においても、r1/4則によるよいフィットを示すが、サブシステムの数が増加すると、

r1/4則でフィットできる領域が effective radiusよりも外側に向かってずれていくことがわかった。この結果から
楕円銀河の形成という点からより好ましい初期条件についても議論する。


